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1．は じめ に

　 物理 的性質と知覚特性の差が 特に著 しい と き、

我々 は錯覚 とい っ て い る 。 ある色が平面 上に並

置され る とき、隣接 した色彩 との 問に相互作用

が生れ、そ の 一般的現象と して 、視覚的錯視で

ある色の対比 や同化がある。対比 にな る か同化

に な るかは、それぞれ の 色の 性質、形態、配置 、

構成などの 条件に よ っ て決定される 。

　 同化 につ い て は見方要 因説、反復要因説や形

態要因説 などがある 。 しか し、それ らの 説 も単

独に存在する の で は な く、それぞ れが密接 に 関

連しあい な が ら同化が起 きる もの で ある 。

　 こ こ で は同化 を、同化が起 きる 図形の 形 態様

式、即 ち形態要 因説か らの ア プ ロ
ー

チ を試み 、

同化作用 の 現象 を考察する 。

2 ． 同化図形 を様式別に分類 した もの が表 1 で

ある
。 重 要な項 目に つ い て以 下解説する 。

2，1　 同化の 条件

　 ヘ ル ソ ン は 、図柄が 細 い 線の 場合 や狭い 間隔

に配 置 された と き同化が生 じ、 それが太 い 線や

広 い 間隔、または大面積 に な っ た場合に対比 が

起 きる と い っ て い る
。

ス テ ガ ー
や ベ ツ ォ ル トも

同 じような説を唱えて い るが、　般 的に対比 と

同化 の 起 き る条件 と して 、被誘導色面上 におけ

る誘導色の 密集性の程度 に よっ て 、 変容する と

理解され て い る 。

従 っ て 、誘導色が被誘導色の 内部に線、点、小

片など の形で 配置 された と き、被誘導色面 に 同

化が起 きる 。

22 　 JIS用語と同化現象

　JISで は 、同化現象は 囲まれ た 色の 面積が小 さ

い とき、また囲 まれた色が周 囲の色 と類似 して

い る ときに起 きる と して い る 。 しか し、ある様

式 を伴 う図形で は、それ らの 条件を満た さな く

て も、 明確 な形で 同化現象が起 きる 。

2 ．3　 観察視野 と観察距離

　同化作用は 図形の 見 方に よっ て、対比 に見え

た り、同化 に な っ た りする見方要因説が ある 。

図形全 体を見る と同化に な り、 部分的 に見る と

対比 が 生ずる 。
こ の 問 題は 、観察距離 とも深い

関係があ り、近 くか ら狭 い 領域を凝視すれば対

比作用が強 く知覚され 、 遠 く離れ て図形全体 を

見 れば同化に反転する 。 こ の ような現象 をル ビ

ン の盃の 反転図形 に 因ん で 、同化対比 の 反転現

象 とで もい えるか も知れな い 。

2．4　 視覚的印象の 二 重性

　同化図形 の被誘導色が 無彩色の場合、そ の 色

晦に 二 つ の 知 覚印象が起 きる 。 白に同化 された A

図形 （発表の ときの 作品参照〉と黒に 同化 され

たB 図形 （発 表の ときの 作品参照）を想定する 。

色彩的特性 を強調す れば、A 図形は 白 く見え、　 B

図形は 黒 く見 え同化作用が起 きる 。 また反対 に

照明的特性 と して は、A図形は や や 暗 く鈍 く見え 、

B図形 は 明る く輝 い て 見え対比 として 知覚 され

る 。

2 ．5　 同化 と主観的輪郭

　波及様式を伴 う同化図形で は
、 誘導色と被誘

導色との 境界領域に主観的輪郭が で きる 。 普通

輪郭 の 段差が急峻で あれば 、 そ の 対象と背景が

異質な領域を形成 して 輪郭が で きる 。 実際に段

階がない 等質の 領域面に 、輪郭が見え る とすれ

ばそれ は錯覚で ある 。 こ の よ うに客観的 に実体

の ない とこ ろ に輪郭 を知覚する こ とは明 らか に

錯覚で ある 。
こ の よ うな輪郭 を主観的輪郭 とい

い 、そ の作用が 強けれ ば同化現象 も顕著 に なる。

3 ． 同化 と 並 置加法混色

　同化 は基本的 に は並 置混色 と思 われ る 。 被誘

導色は 中間混色の カ テ ゴ リ
ー

に属す るが 、そ の

現象は 加法混色的な様相を呈す る 。
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表　1 （注）◎強　　　○弱
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